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【スウェーデンの点描】スウェーデン初の女性首相 

男女平等の国として知られ、国会議員に

占める女性の割合の高さも世界有数を誇り

ながら、これまで巡り合わせが悪く男性の

首相ばかりが続いたスウェーデンにおいて、

ついに女性の首相が誕生しました。 

ただしその座を射止めたマグダレナ・ア

ンデションの船出は、その初めから荒れ模

様でした。前首相の辞任を受けて 2021 年

11 月 24 日の国会において彼女はスウェー

デン初の女性首相に選出されましたが、そ

の直後の予算審議におけるトラブルで連立

政権のパートナーであった環境党が連立を

離脱し、これを受けて彼女も選出されてか

らわずか数時間で首相を辞任するという異

例の事態が発生しました。 

結局、再び指名選挙が行われて彼女が再

び選出されましたが、このことは現在のス

ウェーデンの政治状況の不安さを全世界に

さらすこととなりました。 

スウェーデンは今年の 9 月に総選挙が予

定されています。この選挙において、彼女が

その座を維持するのか、あるいは 1 年もた

ずに政権を明け渡すことになるのか、今か

ら目が離せません。 

出所：U.S. Department 
of State from United 
States, Public Domain, 
https://commons.wiki
media.org/w/index.php
?curid=113399112 
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【2021 年 4 月 24 日 オンライン研究講座】 
『コロナ禍のスウェーデン－学生そして職員の立場から見た大学教育の様

子と課題』 松本英久氏（セーデルトーン大学職員） 

 今回は、ストックホルム郊外にあるセーデルト

ーン大学で国際交流担当職員として勤務して

いる松本英久さんにご講演いただきました。松

本さんは、都内私立大学で職員としての勤務

を経て、2018 年にストックホルム大学教育学研

究科国際比較教育修士課程へ進学されまし

た。大学院修了後、セーデルトーン大学での

短期プロジェクトオフィサーを経て、2021 年 3

月より同大学国際交流事務室において主に奨

学金や留学生受入れ業務等に従事されてい

ます。 

 

 

 

ご講演では、まずスウェーデンの大学教育

の仕組みについて、その概要をうかがった上

で、このコロナ禍での進学状況についてのお

話をうかがいました。 

まず 2020 年秋の志願状況をその前年と比

べると、男女ともに前年比で 13％の増加が見

られました。これはコロナ禍で就職が難しいと

いうことの表れではないかと思われます。また、

特に志願者が多かった分野は、看護師（28％

増）、医師（26％増）、エンジニア（14％増）で、

特に前二者は、当面の状況の影響を強く受け

ているように感じられます。オンライン、IT 系の

志願者も目立ち、大学別に見るとシャルマー

ズ工科大学が前年比で 8.5 倍の志願増を見ま

したが、これは現在 IT 業界でニーズの高いプ

ログラミング言語 Phyton のコースに人気が集

まったためのようです。 

 次に松本氏が昨年夏まで大学院生として学

んだストックホルム大学の現状についてうかが

いました。 

 

 

 

 教室の机が間引かれたり、消毒噴射器が設

置されたりというのは日本の大学と変わらない

ところですが、廊下や階段が幅広く取られてい

ることから、通路を真ん中で区切ってそれぞれ

を一方通行とし、歩行者が鉢合わせしないよう

にする工夫がなされているのが印象的でした。

ただしスウェーデンは日本を含めた他の国と

違って、コロナ禍の当初にマスク着用を推奨し

てこなかったことから、どうやら現在でもマスク

の着用率は低いようです。 

 次に、職員として昨年から働いているセーデ

ルトーン大学の様子と、そこで実施された学生

アンケートの結果をご紹介いただきました。 

 アンケートでは、対面での議論や共同作業

が要求されるグループワークについてはオンラ

イン形式への不満が示されたものの、講義な

どその他の授業についてはおおむね満足して
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いる様子がうかがえました。 

 その背景には、コロナ禍前からもともとオンラ

インの環境が整っており、不自由を感じなかっ

たこともさることながら、大学生がそれほどキャ

ンパスでの生活に重きを置いていないことがあ

るようです。日本ではコロナ禍でオンライン授

業ばかりになり、大学生がうつになったという話

がしばしば聞かれますが、そういったことはスウ

ェーデンでは起こっていないとのことでした。 

 また授業料がそもそも無料なので、施設を使

用していないのだから授業料の一部を返還せ

よといった声を上がっていません。実は留学生

は学費を払っており、そうした留学生からは同

様の声が上がったようですが、私費で留学して

いる学生は学生全体からすればごく少数であ

るため、大きな運動にはつながらなかったよう

です。 

 日本の大学も、この１年でかなりオンライン化

に適応できるようになり、技術的にはスウェー

デンの大学と変わらない状況にあると思います

が、文化的な意味での組織に対する帰属意識

の差や、学費の負担構造の違いから、日本の

大学の方が対面授業実施に対する期待が大

きいことをあらためて思い知らされました。 

 

【2021 年 5 月 29 日 オンライン研究講座】 
『ぼくが小さなプライド・パレード 北欧スウェーデンの LGBT+』著者

と語る ソフィア・ヤンベリ氏 

 今回は、昨年出版された『ぼくが小さなプライ

ド・パレード 北欧スウェーデンの LGBT+』の

著者であるソフィア・ヤンベリ（Sofia Jernberg）さ

んをお招きしました。 

ソフィアさんは、ストックホルム大学日本研究

学科在学中の 2013 年に初来日されました。南

山大学に留学後、帰国してストックホルム大学

を卒業後、再び来日して 2016～17 年に上智

大学に留学、2018 年～19 年に北海道当別町

のスウェーデン交流センターに勤務され、現在

はスウェーデンに戻られています。 

日本とスウェーデン双方の社会事情に詳し

く、日本語も堪能な彼女が、セクシャル・マイノ

リティに関わる問題をどのようにとらえているの

かについて、様々なお話をうかがいました。な

お、明治大学国際日本学部鈴木ゼミ 4 年生の

須賀萌花さんと村田麻理亜さんに、聞き手とし

て参加していただきました。 

 

 

 ソフィアさんは、日本に来た当初は、ご自身

がバイセクシュアルであることを周囲の人に話

していませんでした。それはバイセクシュアル

であることを恥じていたからではなく、単に恋

愛について話す機会がなかっただけでしたが、

自分がバイセクシュアルであることを、周囲の

日本人がどのように受け止めるのかがわからな

かったということがありました。 

 けれども LGBT＋について誰も何も話さなけ

れば、そのような人々が自分の周囲にいるとは

思わず、いつまでたっても他人事として理解が
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進まないということに気づき、積極的に話すよう

になったそうです。そして話してみると、意外に

日本でも理解を示してくれる人が多いことに気

づきました。 

 そうしてスウェーデン交流センターのセミナー

において、ＬＧＢＴ＋について話したことがきっ

かけとなって、『ぼくが小さなプライド・パレード 

北欧スウェーデンの LGBT+』の執筆に至った

というわけです。 

 

 

 ソフィアさんは、日本人は個人としては優しく、

LGBT+に対しても理解を示してくれるけれども、

日本の法律としてはまだまだ改善の余地があ

ると言います。同性婚が認められていないの

みならず、LGBT＋の人々に対する差別を禁

止する法律がいまだ成立をみていないことを、

とても残念に思っています。 

 世界 150 カ国を対象としたランキングでも、ス

ウェーデンが第 3 位であるのに対して、日本は

第 72 位と、大きく立ち遅れています。 

 ただしスウェーデンも、現在の高齢者の世代

においては、LGBT＋に対して非常に強い差

別があったそうです。また現在でも、①インタ

ーセックスとして生まれてきた赤ちゃんに対す

る手術を、親の同意のみで行っている、②

LGBT+の亡命者を十分受け入れていない、③

トランスジェンダーの人が手術によってジェン

ダーを変更するトランジションの手続きが煩雑

で時間がかかる、といった課題があることを教

えていただきました。 

 しかしスウェーデンは、自己の表現や個人の

権利を重視する価値観と、草の根の運動から

のボトムアップで社会を変えていく伝統に基づ

いて、様々な取り組みを行っています。 

 たとえば現在の高齢者世代の LGBT＋の

人々が安心して暮らせるように、世界初の

LGBT＋の人々向けの高齢者住居 Regnbågen

（Rainbow=虹）が開設されています。 

 

 

 またソフィアさんからは、今のスウェー

デンの若者たちの間では、セクシャル・アイ

デンティティーはアイデンティティーの１

つではあるけれども、それだけを殊更に取

り上げるということをしなくなっていると

いうお話がありました。 

 教育の役割も重要です。特に新聞などの

メディアの記事の内容をそのまま鵜呑みに

するのではなく、その記事はどのような価

値観のもとで書かれているのか、その記事

の筆者はどのような立場に立っているのか

といったことを考察し、さらにそれに対す

る自分の意見を組み立てることが大切であ

るというお話もありました。 

 今後の日本において、セクシャル・マイノ

リティーの人々に対する理解を深めていく

にはどうしたら良いかという質問に対して

は、当事者の思いやお話をよく聞き、その人
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たちを理解するように努めること、そして

そういう機会を増やして、もっとオープン

に話し合う場を作ることが大切であると答

えていらっしゃいました。 

 スウェーデンでは、職場などで何か特別

な取り組みがなされているのですか、とい

う質問に対しては、むしろ特別視しないと

いうことが大切だし、今のスウェーデンの

職場では何もしないことがむしろ普通であ

るということでした。 

 最後に、ソフィアさんが日本で過ごす中

で何かご苦労されたことがあったかという

質問に対して、日本には教えてもらわない

とわからない決まり事がたくさんあって大

変だったと話されていたのが印象的でした。 

とかく日本では、いろいろなことを話さ

なくてもわかる、察することができること

が美徳とされる傾向がありますが、あまり

その価値観にとらわれ過ぎると、ソフィア

さんが強調されていた、オープンに議論す

るということがなかなか進みません。これ

はセクシャル・マイノリティの問題に限っ

たことではありませんが、この姿勢を顧み

ることが今の日本人には求められているの

ではないかという思いを、あらためて強く

持ちました。 

 

 

 

【2021 年 8 月 24 日 オンライン研究講座】 
『ウチとソトから見るスウェーデンの基礎学校』 
林寛平氏（信州大学大学院教育学研究科准教授） 

 今回は、スウェーデンの教育研究をされてい

る信州大学の林寛平先生に、教員として内側

から見た基礎学校の話と、その後の「研究対

象」として外側から見ている様子などをお話し

いただきました。先生は、かつて長らく本研究

所の会員でもいらっしゃいました。 

 

 林先生は 2003 年に東京学芸大学からの交

換留学生としてヨーテボリに派遣され、学業の

傍らで近隣の基礎学校で算数と英語、体育を

教えるという貴重な経験をされました。 

 まずその経緯が、偶然、遠足に出かけていた

子どもたちとバスに乗り合わせ、そこで引率し

ていた先生と意気投合してそのまま基礎学校

を訪問し、そのまま採用されたということに驚き

ました。その学校が若い校長先生とスタッフに

よる新進気鋭の学校であったことが幸いし、ま

た林先生の親しみやすい人柄のおかげである

ことは間違いありませんが、それにしても、当

時のスウェーデン社会の大らかさが感じ取れる

エピソードと言えるでしょう。 

 基礎学校の授業が、日本のように皆が一斉

に黒板を見るのではなく、各自のペースでバラ

バラに行われており、日本で言うと少人数制の

個別指導の塾のような感じになっていることは、

割と知られていますが、逆に学力テストは個別
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で行われるのではなく、たとえば「空き地に

様々な遊具を設置して公園を作る」という課題

のもとで共同作業とプレゼンテーションが行わ

れ、そこから、それぞれの生徒の能力を教員

が読み取っていくという形を取っているというの

が、なかなか興味深い点でした。 

 

 また、基礎学校の体育館の様子が日本とよく

似ているのも興味深い点でした。それもそのは

ず、日本が学校の体育の授業を設置する上で

参考にしたのがスウェーデンのやり方だったそ

うです。 

 

 しかし日本とスウェーデンの体育の授業には

違いもあります。スウェーデンの授業は「体育」

というよりは「スポーツ」であり、またノリのいい

音楽をガンガン鳴らして行われることが多いよ

うです。ちなみに林先生が帰国後に同じような

ことを日本の学校で試したところ、すぐに他の

先生からクレームがあって、止めざるを得なか

ったとのことでした。 

 先生方は仲が良く、学校でカラオケパーティ

ーや「男子会」を行ったりすることもあり、その

時の先生方とは、今でもつながっているそうで

す。 

 また、授業に様々な工夫をしていこうという姿

勢が強く見られるというお話もありました。日本

ではどうしても他の先生方の目が気になる、と

いったことが起こるようですが、スウェーデンの

学校の雰囲気は全く違っていたようです。 

 このように、日本の学校がスウェーデンの学

校から学べそうなことは少なくありませんが、逆

にスウェーデンの学校が日本の学校から学ぼ

うとすることもある、という例を２つご紹介いただ

きました。 

 まず１つ目は、算数の学び方です。日本では

教科書に沿って「みんなで問題の解き方を考

え、答えに導いていく」というやり方が広く行わ

れていますが、スウェーデンを初め他の多くの

国々では、教科書に解き方を示して、あとは問

題をひたすら解いていく、というのがオーソドッ

クスなやり方だそうで、日本のやり方は高く評

価されているということです（ただし残念なこと

に、日本のやり方を学んだシンガポールのやり

方が世界に広まったことから、一般には「シン

ガポール算数」と呼ばれているそうです）。 

 スウェーデンが日本から学んでいる 2 つ目の

手法は、先生たちがお互いの授業を見学して

学ぶ研究授業です。これが初めてスウェーデ

ンで試行された時に、スウェーデンテレビがニ

ュースとして取り上げた際の映像も見せていた

だきました。 

 考えてみれば、みんなで算数を解くというや

り方も、先生たちがお互いの授業を見学すると

いうやり方も、集団が協力して物事をやり遂げ

て行こうとするという意味で、日本のみならずス

ウェーデンに非常に合っている手法であると言
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えます。 

 このように、日本がスウェーデンから学ぶだけ

でなく、スウェーデンが日本から学ぶこともある

ということを両国が互いに意識することは、両

国の関係を促進する上で、非常に大切なこと

であると思います。 

 スウェーデンと日本の両国を頻繁に行き来し

て、教育の実践と研究に携わっていらっしゃる

林先生だからこその視点と気づきは、多くの示

唆を与えてくれました。

 

 

【2021 年 9 月 30 日 オンライン研究講座】 
『スウェーデン北部におけるサステナビリティへの取り組みと課題』 
レーナ・リンダル（Lena Lindahl）氏 

今回は、かつて本研究所の環境教育担当

研究員としてもご活躍され、スウェーデンに戻

られた現在も、北欧のサステナビリティへの取

り組みについて精力的な情報発信を続けてい

らっしゃるレーナ・リンダル（Lena Lindahl）さん

に、スウェーデン北部におけるサステナビリテ

ィへの取り組みの現状についてお話しいただ

きました。 

 

 

 今回のお話の舞台は、最北のノールボッ

テン（Norrbotten）県とそれに南接するヴ

ェステルボッテン（Västerbotten）県で

す。この地域は言うまでもなく人口が少な

く、最大都市ウメオ（Umeå）でも 9 万

人、それに次ぐルレオ（Luleå）で 5 万人

に過ぎません。なお、この地域にあるケブ

ネカイセ山の氷河が温暖化で融けたため、

頂上が 1 年間で 2 メートルも低くなったと

いうニュースが最近伝えられました。 

 

 過疎地対策として、最近、無人のスーパ

ーが設立されるようになっています。入店

にはスマホの電子 ID を用い、自分で商品

をスキャンして買い物をする仕組みになっ

ています。 

 こうした過疎地におけるプロジェクトに

は、EU からの資金が多く使われているた

め、EU のマークがあちこちに見られま

す。 
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 レーナさんの旅の途中で、このようなデ

モが行われていました。アフガニスタンか

ら渡航し難民申請をしていた若者の申請が

却下されたものの、すでにそれまでに言葉

を覚えて介護士として働いており、地域住

民とも良好に暮らしているので送還しない

でほしいというデモだそうです。こういう

ところにもスウェーデンらしさが感じられ

ます。 

 

 北部の主な産業は鉱業であり、鉱山が多

くあります。しかしその開発を巡っては、

環境保護団体からの反対やサーミ民族のト

ナカイ放牧との利害調整など、様々な問題

を抱えています。 

 

また最近話題になっている新しい産業と

して、シェレフテオに巨大な水素電池の工

場を建設する計画が進んでいます。再生可

能エネルギーによる電力に基づく水素電池

を製造し、使用後にまたここで充電してリ

サイクルするという試みです。 

 さらに石炭の代わりに再生可能エネルギ

ーを蓄積した水素のよって製鉄を行う、カ

ーボンフリー製鉄計画も、最近話題になり

ました。 

 ところでスウェーデンの国会は、2040

年までに電力供給に占める再生可能エネル

ギーの割合を 100％にするという目標を打

ち出しています。ただし原発は禁止してい

ません。原発は法律で強制的に禁止しなく

ても、採算が合わずに自然に消滅するであ

ろうという見通しを示しています。 

 

 そして再生可能エネルギー源として期待

されているのは、風力発電です。北部には

多くの川が流れており水力発電も盛んです

が、自然保護の観点からこれ以上ダムの建

設を進められる環境にはありません。主要

な川は環境法典によってすでに保護されて

います。 
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 確かに最近、北部では風車が急増してい

ます。ところが風力発電がこれから政府の

思惑通りに進むかは、疑問が残ります。風

車の建設もまた、環境保護やサーミ民族の

放牧の利害と衝突しているのが現状です。 

 結局、スウェーデン市民が、自分たちは

いったい何を望んでいるのか、化石燃料を

使わずに電力の使用にシフトしていくこと

は、いったい誰のためになるのか、何のた

めの発展なのか、といったことを、これか

らもっと突き詰めて考えていかなければな

らない、ということでした。 

 日本も最近、化石燃料フリーという話が

ようやく議論の俎上に載ってきましたが、

その一歩先を行くスウェーデンが直面する

こうした問題は、全く他人事ではありませ

ん。引き続きスウェーデンの状況を注視し

ながら、私たち自身のあり方について考え

ていく必要があるでしょう。 

 

【2021 年 11 月 2 日 オンライン研究講座】 
『若者の投票率が 85%の国スウェーデンから学ぶ若者の社会参加のヒント』 
両角達平氏（国立青少年教育振興機構青少年教育研究センター研究員） 

今回は、本研究所の会員で、現在国立青少

年教育振興機構青少年教育研究センターの

研究員でいらっしゃる両角達平さんに、スウェ

ーデンにおける若者の社会参加についてお

話しいただき、そこから見えてくる投票率の高

さとの関連について、お話ししていただきまし

た。 

 

 日本とは異なるスウェーデンの若者の姿

として、まずご紹介いただいたのは、高校を

卒業してからすぐに大学に進学する若者の

割合が、わずか 13.7%であるということで

した。高校を卒業した時点で、自分が何をや

りたいのかということを主体的に考えてい

るスウェーデンの若者の姿が浮かび上がっ

てきます。ただし世界平均は 22 歳なので、

圧倒的に 18 歳で大学に進学する日本の方

が世界的に見てユニークです。 

 

 さらにスウェーデンの若者は、すでに学

校に通っている時点で、学校以外の場での

様々な活動に携わっています。ユースセン
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ターという若者の集う場を利用する者もい

ますが、他にも様々な若者団体が存在し、そ

の中で活動している若者が多いようです。

スウェーデンでは、成人になった後にも

様々な市民団体で活動する人が少なくあり

ませんが、その芽はもっと若いうちから育

まれています。 

 

 スウェーデンの若者団体には、消費者団

体のような経済活動に関わるものから、労

働団体、あるいはスポーツチームなど様々

なものがありますが、いずれにせよそれら

は若者が民主主義を実践する場として位置

づけられています。またこれらの団体は若

者協議会という組織を通じて地域ごとのま

とまりを持っています。 

 

 政党青年部についてのお話もありました。

日本だと 40 歳代くらいでも若手で青年部

で活動していたりしますが、スウェーデン

の青年部の会員要件は13歳から30歳です。

そこでは、自分の政党のマニフェストが、自

分たち若者の意見もしっかり反映されてい

るかを読み込み、齟齬があれば声を上げる

といった、自主的な活動が展開しています。 

 

スウェーデンの教育法においては「生徒

の参画と影響」が大切であるということが

強調されており、学校ではそれが実践され

ています。各学級でクラス会議が行われ、そ

の上部団体として生徒会があり、たとえば

「生徒が見やすい大きい時計を設置してほ

しい」などの意見を学校に上げていくわけ

です。中学生・高校生になると、実際の候補

者名が書かれた投票用紙を使っての模擬選

挙（学校選挙）が実施されているのも大きな

特徴です。 

 

 スウェーデンのユースセンターは、若者

の自主的な活動を非常に大切にしています。

日本にも同様の施設があるのですが、どち

らかというと、活動のお膳立てを大人がし

て、それに子どもが乗っかるという形にな

りがちです。これに対してスウェーデンで

は、活動や目的を大人が定めるのではなく、

全て若者が決めていくというスタンスを取

ります。そこで活動の予算が必要であれば

そのための提案書を作成し予算取りを行う、
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といった具合です。こうした活動を通じて、

若者たちは自分たちの意見を民主的に集約

していくことを覚え、民主主義を実践して

いく、ということになるわけです。 

 

 つまりスウェーデンのユースセンターに

おいては、開放性、自由性、そして無目的性

が重要であるとされているのです。 

 

 日本でこのようなことを行おうとすると、

若者たちも荷が重いといって腰が引けがち

になるが、それをどうしたら良いのかとい

う問いに対して、両角さんの知人でユース

センターの設立に携わった経験を持つスサ

ーナさんによれば、集団の一部であるとい

う帰属意識が重要であるとし、それを

KASAM という言葉で表していました。 

 

 こうした１つ１つの組織が様々な形でつ

ながり、結局は政府に対して声を届けると

いう仕組みが、スウェーデンにおいては確

立されているのです。 

 

 最後に、なぜスウェーデンの投票率が高

いのか、日本の若者の投票率を上げるには

どうすればよいのかという問いに対する答

えをまとめていただきました。 

 日本の選挙制度においては、たとえばア

クセスが悪い、情報が伝わりにくいなど、

様々な要因が考えられるわけですが、両角

さんが強調されたのは、やはり若者が政党

青年部などへの参加によって「政策形成に

参画」するという経験をしていること、また

ユースセンターにおけるプロジェクトの発

案・推進など「自発的な結社によって民主主

義を実践する」という経験を持っているこ

とが重要である、ということでした。 

 確かにこうした経験やそれに基づく参加

意識がないままに、とりあえず投票率を上

げようと躍起になってみても、上滑りして

しまいます。先の総選挙においても、結局そ

れほど投票率が上がらなかったことは、こ

うした考えを残念ながら裏付けてしまって

いるように感じられます。 
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【2021 年 12 月 2 日 対面・オンライン研究講座】 
『スウェーデンの財政と民主主義、その担い手としての子どもという存在』 
伊集守直氏（横浜国立大学教授） 

今回は、横浜国立大学経済学部教授で財

政学を専門とする伊集守直さんをお迎えして、

スウェーデンの財政と民主主義、そしてその担

い手を育む教育の出発点でもある保育のあり

方についてお話しいただきました。 

また昨年来オンライン講座を続けてまいりま

したが、感染状況が落ち着いていることを踏ま

えて、久しぶりにスウェーデン大使館における

対面講座といたしました。もちろんこれまでの

知見を活かして、オンラインでも同時中継を行

いました。対面では 15 名ほど、オンラインでは

20 名ほどのご参加をいただきました。 

 

 

伊集さんは、東京大学大学院経済学研究

科在学中に、ウプサラ大学に客員研究生とし

て留学し、2016 年度にはストックホルム商科大

学欧州日本研究所で客員研究員として在外

研究をされています。これまでスウェーデンの

税制や予算制度、国と地方の財政関係に関

する研究に取り組まれてきました。 

今年 9 月に、在外研究での経験を踏まえ、

スウェーデンの保育研修書である『幼児から民

主主義：スウェーデンの保育実践に学ぶ』（光

橋翠氏との共訳）を新評論から出版され、その

内容も踏まえながら、スウェーデンの財政、民

主主義、保育のつながりについてお話しいた

だきました。 

講義の前段では、まず現在のスウェーデン

の政治状況についてお話しいただきました。

前回の総選挙で排外主義的なスウェーデン民

主党が勢力を伸ばした結果、左右ブロックによ

る政権交代という従来の枠組みが不安定にな

っていること、またスウェーデン民主党はその

排外主義的傾向から「右翼」と位置付けられる

ものの、「社会的連帯による生活保障」を求め

るその政治的立場は、むしろ左ブロックの長で

ある社会民主党に近いことなどが指摘されまし

た。 

経済状況については、1990 年代前半に

日本と同じくバブル崩壊による経済混乱に

見舞われたものの、その後は総じて堅調な

経済成長を続けていることを背景として、

政府の累積債務が GDP の 250％に達して

いる日本とは対照的に、GDP の 50％弱に

収まっており、主要先進国の中でも最も健

全な財政運営がなされていることが示され

ました。 
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 アメリカ経済学における公共選択学派

は、民主主義が進むと財政は人々の要求を

飲み込んで肥大化するという学説を提唱し

ていますが、1990 年代以降のスウェーデ

ンの例はむしろ逆に、民主主義によって財

政を適正にコントロールしてきました。国

民に対する教育や福祉サービスなどの現物

給付は維持しながら、高所得者への増税と

低所得者への現金給付の削減によって、財

政の健全化を達成してきたのです。 

 また、この福祉サービスの担い手が国で

はなくコミューンやレギオンといった地方

自治体であることも、スウェーデンの大き

な特徴となっています。 

なおスウェーデンの福祉サービスは機会

の平等の実現に貢献しており、その結果と

して、家庭環境と所得格差の間の相関関係

があまり顕著には見られないという研究結

果も示されました。 

地域ごとの財政状況の較差については、

国が一定の財政力を保障した上で、地域間

で水平的な調整がなされる仕組みであるこ

とを説明されたのち、伊集さんが 2018 年

にエレブロ・コミューンで実施したヒアリ

ング調査の結果をご紹介いただきました。 

 

 それにしても、スウェーデンではなぜ民

主主義によって財政を適正にコントロール

できたのでしょうか。より直接的に言いか

えれば、なぜスウェーデンの人々は増税を

受け入れたのでしょうか。伊集さんはその

理由として、①社会連帯によって個人の自

由を保障しようとする社会民主主義の伝

統、②透明な政治制度、受益と負担の適正

なバランスに裏打ちされた政府への高い信

頼、そして③各人が自分の権利と責任をし

っかり認識している成熟した民主主義の 3

つを挙げます。そしてこの文脈において、

スウェーデンの民主主義教育がすでに就学

前の保育の時点から始まっていることに注

目しています。たとえば「外で遊ぶのか屋

内で遊ぶのか」を子供たちに決定させ、そ

の決定を尊重することで、民主主義の土台

となる「自由の相互承認」を学ばせるわけ

です。 

 

 日本の教育も、今後数年間に渡る学習指

導要領の改訂において、主権者教育の重要

性が取りざたされています。この改革を成

功に導くためには、「私」から「私たち」

をつなぐ仕掛けが必要ではないか、という

伊集さんの言葉は、とても心に残りまし

た。 
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【2022 年 1 月 17 日・24 日 オンライン研究講座】 
『サステナブルな社会を目指して』 
明治大学国際日本学部鈴木ゼミ 11 期生 

例年この時期に開催している明治大学国際

日本学部鈴木ゼミの研究発表会は、新型コロ

ナウィルスのオミクロン株の急拡大を受けて、

今年も昨年に引き続き、オンラインのみの開催

となりました。ただし昨年とは異なり、発表者は

大学に集合し、そこからオンライン配信を行い

ました。 

 

 

【第１部 環境・政治・ジェンダー 

 2022 年 1 月 17 日 18 時～20 時】 

①岩月万依・押谷彩瑛 『食品ロスへの対

応における日本とスウェーデンの比較』 

 

 スウェーデンの方が日本よりも環境のサ

ステナビリティに対する意識が高いことか

ら、１人当たりの食品廃棄物の量も日本よ

り少ないだろうという仮説を立てて調査し

たところ、実は日本の方が少なく、携帯ア

プリ等を通じた取り組みは日本でもある程

度進んでいることが明らかになった。ただ

し国を挙げての取り組みはやはりスウェー

デンの方が進んでいるようであり、また日

本の場合は食習慣の中に食品ロスを抑制す

る働きが組み込まれており、人々が自覚的

に食品ロス問題に関わっているとは言えな

い状況があるため、さらに取り組みを進め

ていく上でスウェーデンの事例を参考にし

ていけるのではないかとの結論に至った。 

 

②大久保咲季・野池真帆・堀口真緒 

『Vegetarian のこれから』 

 

 スウェーデンと日本においては、菜食主

義の普及度にはそれほど差が見られない。

しかし菜食主義を選択する動機について

は、両国で大きな差があるのではないかと

の仮説に基づき、その検証を行った。その

結果、日本では自らの健康のためというこ

とが強く意識され、またファッションとし

て取り上げられる傾向が強かったのに対し

て、スウェーデンでは環境保護ということ
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が強く意識されていることが明らかになっ

た。 

 

③伊東邦晃 『スウェーデン環境党支持者

の意識構造』 

 

 国際世論調査の分析により、スウェーデ

ンの環境党の支持者が、環境保護について

のみならず、他の社会問題、とりわけ男女

平等や社会的格差に対する関心が高い傾向

にあることを明らかにした。さらに日本に

おける緑の党の現状にもふれ、まだ国政選

挙において独自候補を擁立できるほどの力

を得ていないものの、男女共同代表を立て

るなどスウェーデン環境党のような先進的

な取り組みを行っていることを示した。 

 

④藤嶋 開・堀内郭貴・本澤由紀 『若者

の政治参画を支える仕組み ～スウェーデ

ンと日本の違いから学ぶべきこと～』 

 

 なぜ日本の若者はスウェーデンの若者の

ように政治参画に積極的でないのか、とい

う問題を、両国の「政治に対するハードル

の高さ」の違いという観点から捉え、両国

の制度や取り組み、教育の違いといった切

り口から比較し、スウェーデンから日本が

学ぶべきことについての提言を行った。 

 

⑤小澤捺季 『マイノリティに対する意識

構造の比較』 

 

 日本では政治的マイノリティとなってい

る女性や若者の権利が、スウェーデンでは

なぜ積極的に保障されているのか。このよ

うな問題意識に立って両国のマイノリティ

を尊重する意識構造を比較してみると、日

本では男女、年代間で大きな差が見られな

かったのに対して、スウェーデンでは女性

たち、若者たち自身がマイノリティの尊重

に対して際立った関心の高さを示している

ことが明らかになった。このことから、日

本でも女性や若者といった当事者が関心を

持つことが必要であると結論づけた。 

 

 

【第２部 家族・教育・働き方 

 2022 年 1 月 24 日 18 時～20 時】 

①伊藤留美奈 『サステナブルな家族のあ

り方とは ～スウェーデンから考える日本

の家族制度の再編成～』 

 スウェーデンよりも日本の方が、社会が

窮屈に感ずるのはなぜか、という問いに対

して、日本の方が「あるべき姿」の意識が
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強いからであるという仮説を立てた。そし

て国際世論調査を用いて、家族のあり方、

男女のあり方、結婚のあり方など、家族を

めぐる様々な意識に関するデータを比較分

析し、日本が社会のサステナビリティを高

めるためには、この「あるべき姿」へのこ

だわりを変えていくべきであるとの結論を

導いた。 

 

 

②島根百花・庄司弥奈・須賀萌花 『スウ

ェーデンの「インクルーシブ教育」から日

本が学べること』 

 

 誰もが学べるというインクルーシブ教育

の概念は、近年、日本においても普及しつ

つある。しかし日本においては、この問題

は身体に障がいを有する人のみが想定され

る傾向にある。これに対してスウェーデン

では、心身の障がいのみならず、移民の背

景を持つ人々など「インクルーシブ」の対

象がより広く設定されている。また日本に

おいては、個々の生徒の違いを考慮した

「公平」よりも、皆が等しい「平等」が重

視される傾向があり、そのことがインクル

ーシブ教育を阻害していることも指摘され

た。 

 

③内田健太郎・大草賢人 『スウェーデン

の起業家精神教育』 

 

 起業が盛んなスウェーデンと起業が振る

わない日本の違いは、教育によって生まれ

ているとの仮説に基づき、起業家精神の育

成という観点から両国の教育について比較

分析を行った。起業家の育成は、日本にお

いても課題として認識され、様々な取り組

みが行われ始めているものの、スウェーデ

ンに比べればまだ初歩的なものが多く、ス

ウェーデンの取り組みから学べるところは

大きいことが論じられた。 

 

④田中真菜・ニ 二・横渡礼奈 『日本に

おける男女経済格差 ～スウェーデンとの

比較～』 

 

 なぜ日本の女性の賃金は男性に比べて低

いのか、という問題意識に基づき、日本と
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比べるとその差が極めて小さいスウェーデ

ンにおける女性の就労や昇進、仕事と子育

てについて、両国の関する制度や意識の差

を検証した。その結果、特に子育て期にお

ける女性のキャリアの分断を問題視し、日

本の男性の育休取得を促進するための取り

組みにもふれつつ、日本の労働市場・労働

環境における構造的な問題点を明らかにし

た。 

 

⑤砂沢純菜・村田麻里亜『スウェーデンに

学ぶ幸せな働き方 ～なぜスウェーデンに

は転職する人が多いのか～』 

 

 日本ではスウェーデンに比べて、仕事の

選択において賃金を重視する人の割合が高

いにもかかわらず、「今よりも高い賃金が

もらえるなら転職する」という人の割合は

低い。このギャップはなぜ生まれるのかと

いう問題意識を起点として、転職に関する

両国の制度や意識の違いについて、様々な

角度からの分析を試みた。その結果、スウ

ェーデンでは労働者に自立が求められ、自

力でキャリアアップする手段として転職を

行う人が多いことを明らかにした。 

 

 

 


